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　  ２億　 ６，０２９万円黒字
詳しい決算状況は、冊子「グラフと写真でみる、まちの決算と財
政状況」をご覧ください。町ホームページに掲載されています。

町 HP 決算概要

約 34 万円基金（貯金）

昨年と比べて…増加基金（貯金）の状況

( 昨年   約 30 万円 )

町民１人
あたり

36 億 3,298 万円

その他　2.9％
商工費、議会費、労働費等

衛生費　24.1％　　
予防接種・健診・ごみ処理等に
かかったお金

総務費　20.8％
庁舎管理や地域振興にかかったお金

民生費　16.5％　　
高齢者・障がい者福祉や保育
園・子ども医療費助成などに
かかったお金

農林水産業費　5.8％　
農業振興や有害鳥獣対策に
かかったお金

土木費　10.9％　　
道路や公営住宅などの整備、
除排雪にかかったお金

教育費　7.4％　　
学校運営や公共施設等の管理
にかかったお金

公債費　8.7％　　
国や金融機関から借り入れた
資金の返済に充てられたお金

消防費　2.9％
消防の運営にかかるお金

一般会計合計
126 億 4,822 万円

歳出

※次年度実施する事業財源を差し引いた実質収支額
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令和 5 年度各会計決算審査特別委員会令和 5 年度各会計決算審査特別委員会

　  ２億　 ６，０２９万円黒字
　令和６年９月定例会議において、令和５年度各会計歳入歳出決算の認定についてが提
案されました。これに伴い、各会計決算審査特別委員会を設置し、特別委員会に付託し
て審査をすることを決め、９月９日から１２日の４日間の集中審議ののち、本会議にお
いて採決を行った結果、９つすべての会計を「認定すべきもの」と決定しました。

町債（借金）の状況

町債（借金）
( 昨年   約 137 万円 )

昨年と比べて…増加

178 億 3,839 万円
町民１人

あたり  約 165 万円

その他　6.4％　　
ふるさと納税等で寄附されたお金
や施設使用料、各種証明書手数料
などのお金

諸収入　1.6％　　
他のどの区分にも含まれない
様々なお金

繰越金　2.5％　　
前年度から持ち越されたお金

国庫支出金　11.2％
事業に対する国からの
補助金など

町債　26.7％　　
国などから借り入れたお金

道支出金　7.8％　
事業に対する道からの　
補助金など　 町税　10.0％　

町民の皆さんから　
納められた税金

その他交付金　1.4％　
税収の一部を道から町に交付
されたお金

地方消費税交付金　2.3％
地方消費税の一部を道から町に
交付されたお金

地方交付税　30.1％　　
一定の行政サービスを維持できる
ように交付されたお金

（※ 1）（※ 1）

自主財源自主財源
20.5%20.5%

（※ 2）（※ 2）

依存財源
79.5％

一般会計合計
129 億 4,352 万円

（※１）自主財源…町が独自で確保できる財源。町税、
　　　　　　　    使用料、手数料、寄附金など。

（※ 2) 依存財源…国や道から交付されたり、割り当  
　　　　　　　    てられたりする財源。

歳入

一般会計一般会計
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大
櫛
委
員　

納
期
限
か
ら
20

日
が
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料

が
発
生
す
る
が
、
金
融
機
関

に
よ
っ
て
は
督
促
手
数
料
を

徴
収
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ

る
と
聞
い
た
。
ど
う
し
て
そ

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

決算審査特別委員会

税
務
課
長　

現
在
、
督
促
手

数
料
を
完
全
に
徴
収
し
て
い

る
場
所
は
、
出
納
室
の
み
と

な
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
度

よ
り
共
通
納
税
と
な
り
、
国

民
健
康
保
険
税
と
町
道
民
税

に
つ
い
て
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で

の
納
付
が
可
能
と
な
っ
た
。

金
融
機
関
の
窓
口
で
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
処
理
す

る
が
、
こ
の
形
だ
と
督
促
手

数
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
現
在
は
、
公
平
性

が
保
た
れ
て
い
な
い
た
め
、

督
促
手
数
料
廃
止
に
向
け

て
、
税
条
例
改
正
の
準
備
を

進
め
て
い
る
。

重
山
委
員　

住
宅
使
用
料
の

滞
納
に
つ
い
て
、
件
数
も
金

額
も
増
加
し
て
い
る
。
新
し

い
公
営
住
宅
に
入
居
し
、
最

初
は
住
宅
使
用
料
の
経
過
措

置
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
終

了
し
満
額
の
住
宅
使
用
料
が

発
生
す
る
こ
と
に
よ
り
滞
納

が
増
え
た
の
で
は
と
考
え
る

が
、
要
因
に
つ
い
て
は
ど
う

捉
え
て
い
る
か
。

建
設
課
主
幹　

近
年
、
公
営

住
宅
の
建
て
替
え
が
進
ん
で

お
り
、
住
宅
料
は
月
２
万
円

以
上
す
る
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん

ど
と
な
っ
て
い
る
。
件
数
と

し
て
は
大
き
く
増
え
て
は
い

な
い
。
１
ヶ
月
当
た
り
の
滞

納
金
額
が
増
え
た
こ
と
に
よ

り
全
体
的
な
滞
納
金
額
が
増

え
た
と
い
う
ふ
う
に
と
ら
え

て
い
る
。
今
後
、
督
促
も
含

め
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。

督
促
手
数
料

住
宅
使
用
料

審審　　査査
委員会での総質問数　９７ 個

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

斉
藤
隆
浩
委
員　

ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
に
つ
い
て
、
昨

年
度
と
比
較
す
る
と
、
約

６
０
０
０
件
、
７
３
１
０
万

円
も
減
っ
て
い
る
。
結
構
大

き
な
額
だ
と
思
う
が
、
減
っ

た
要
因
は
何
か
。

経
営
企
画
課
主
幹　

寄
附
の

経
費
の
あ
り
方
の
見
直
し
に

つ
い
て
の
通
達
が
、
昨
年
６

月
末
に
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
寄
附
金
の
改
正
を
急
遽

行
っ
た
。

　

寄
附
金
の
額
が
増
額
さ
れ

る
の
で
は
と
い
う
報
道
等
も

あ
り
、
10
月
か
ら
の
制
度
改

正
前
に
と
い
う
こ
と
で
、
９

月
に
寄
附
額
が
一
気
に
伸
び

た
。
そ
の
後
、
寄
附
額
が
変

更
に
な
っ
た
影
響
も
あ
り
伸

び
悩
ん
だ
と
い
う
状
況
。

　

令
和
６
年
度
も
Ｐ
Ｒ
方
法

等
を
検
討
し
、
何
と
か
寄
附

額
を
伸
ば
せ
る
よ
う
に
努
力

を
続
け
て
い
く
。

子
ど
も
医
療
費
助
成

鈴
木
委
員　

子
ど
も
医
療
費

助
成
に
つ
い
て
、
使
用
で
き

る
範
囲
が
町
外
ま
で
拡
大
さ

れ
た
が
、
想
定
内
の
決
算
額

だ
っ
た
の
か
。
ま
た
町
民
の

皆
さ
ん
の
満
足
度
に
つ
い
て

も
、
も
し
調
査
等
さ
れ
て
い

れ
ば
知
り
た
い
。

住
民
保
健
課
長　

予
算
積
算

の
際
に
は
、
一
定
程
度
見
込

ん
で
い
た
が
、
結
果
的
に
は

少
し
足
り
な
か
っ
た
。

　

町
民
の
満
足
度
に
つ
い
て

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
は
行
っ

て
い
な
い
が
、
町
外
の
高
校

に
通
学
し
て
い
る
場
合
も
、

学
校
の
帰
り
に
町
外
の
病
院

を
受
診
し
て
も
助
成
対
象
に

な
る
た
め
、
助
成
を
拡
大
し

た
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ふるさと納税のルール変更は 2024 年 10 月にも
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令 和 ５ 年 度 決 算令 和 ５ 年 度 決 算
徹徹　　底底

　決算審査特別委員会で行われた質疑の中

から、抜粋してお知らせいたします。すべ

ての質疑は、議会HPで録画配信をしてお

りますので、そちらをご覧ください。

ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ

　
　
　

マ
ー
ケ
ッ
ト

斉
藤
隆
浩
委
員　

ス
キ
ー
場

跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
、
現

在
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る

の
か
。

斉
藤
隆
浩
委
員　

ク
リ
エ
イ

タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
運
営

が
、
町
民
や
関
係
人
口
に
ど

の
く
ら
い
寄
与
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
の
場
所
か
ら

出
て
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
に
利
用
し
て
も
ら
う
と
い

う
考
え
は
な
い
の
か
。

若
者
定
住
推
進
課
長　

作
家

の
方
は
町
外
の
方
が
多
く
、

そ
の
方
が
店
番
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
、
関
係
人
口
・
交

流
人
口
へ
の
効
果
は
あ
る
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
栗
山
町
に
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
実
際
に

移
住
し
た
方
も
い
る
。
リ

ピ
ー
タ
ー
は
町
外
の
方
も
多

く
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

や
っ
て
い
る
時
に
目
指
し
て

来
て
い
た
だ
い
た
り
、
食
事

の
で
き
る
場
所
や
観
光
地
を

聞
か
れ
る
方
も
い
る
。
現
在

の
場
所
で
始
め
て
７
年
目
に

な
り
、
定
着
し
て
き
て
い
る

た
め
、
今
の
と
こ
ろ
は
、
現

在
の
場
所
で
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ　
　

　
　
　
　

湯
地
の
丘

置
田
委
員　

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ

湯
地
の
丘
に
つ
い
て
、
今
後

の
販
売
促
進
に
つ
い
て
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
現

在
ど
の
よ
う
な
方
達
が
住
ま

れ
て
い
る
の
か
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

38
区

画
中
30
区
画
が
売
却
済
で
、

道
外
の
方
が
76
％
。

　

ど
の
地
域
で
も
働
く
こ
と

が
で
き
る
若
い
方
、
リ
タ
イ

ア
さ
れ
た
方
々
な
ど
、
多
く

の
問
い
合
わ
せ
が
来
て
い

る
。

　

移
住
を
検
討
し
て
い
る
中

で
、
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
の
景
観

が
と
て
も
気
に
入
っ
て
購
入

し
て
い
た
だ
い
た
方
も
い

る
。

　

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
の
素
晴
ら

し
い
環
境
の
中
で
、
仕
事
を

す
る
方
も
老
後
を
過
ご
さ
れ

る
方
に
も
、
し
っ
か
り
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

経
営
企
画
課
長　

町
民
か
ら

の
意
見
と
し
て
は
植
栽
等
の

希
望
は
あ
っ
た
。
活
用
し
た

い
と
い
う
民
間
業
者
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
も
あ
っ
た
の

で
、
動
向
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。
具
体
的
に
何
年

で
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

計
画
は
な
い
が
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
活
用
し
た
い
と
い

う
業
者
の
意
向
を
確
認
し
な

が
ら
、
協
議
を
進
め
て
い

く
。

齊
藤
義
崇
委
員　

道
路
維
持

費
に
つ
い
て
、
か
な
り
の
不

用
額
が
出
て
い
る
。

　

道
路
の
修
繕
等
の
要
望
は

た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
不
用
額

を
出
さ
ず
に
逆
に
予
算
を
追

加
す
る
く
ら
い
し
な
い
と
追

い
つ
か
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。
不
用
額
が

出
た
理
由
を
詳
細
に
教
え
て

ほ
し
い
。

建
設
課
長　

道
路
の
修
繕
は

周
辺
住
民
の
要
望
を
聞
き
な

が
ら
、
予
算
の
範
囲
内
で
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。
今
回

の
不
用
額
は
、
自
動
車
関
連

の
修
繕
費
用
の
残
額
と
な
っ

て
い
る
。

建
設
課
主
幹　

流
用
等
に
つ

い
て
は
、
雪
解
け
の
時
期
に

道
路
の
補
修
等
が
必
要
に
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
予
算
を

残
し
て
い
た
が
、
今
回
に
つ

い
て
は
補
修
が
な
か
っ
た
。

道
路
維
持
費

ス
キ
ー
場
跡
地

クリエイターズマーケットでは町内外の作家の作品を展示・販売
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佐々木　学　町長 
ささき　　　まなぶ 括質疑

齊
藤
義
崇
委
員　

栗
山
赤
十

字
病
院
・
栗
山
煉
瓦
創
庫
く

り
ふ
と
な
ど
の
償
還
に
加
え

て
、
他
の
会
計
へ
の
繰
出
金

は
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
。
今
後
の
財
政
運
営
に

お
け
る
財
源
の
確
保
に
つ
い

て
、
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

近
年
の
人
件
費
や
物

価
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
義
務
的
経
費
や
物
件
費

な
ど
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

ま
た
、
栗
山
赤
十
字
病
院
改

築
等
事
業
な
ど
の
大
型
投
資

事
業
の
実
施
に
よ
る
起
債
償

還
が
始
ま
り
、
公
債
費
の
増

額
も
見
込
ま
れ
て
い
る
。
財

源
確
保
の
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
人
件
費
や
物
価
高
騰
に

関
し
て
は
、
地
方
交
付
税
に

お
い
て
財
源
措
置
が
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
公
債
費
に
関
し

て
も
、
過
疎
対
策
事
業
債
な

ど
交
付
税
措
置
の
高
い
有
利

な
起
債
の
発
行
に
努
め
る
な

ど
、
財
源
確
保
を
図
り
つ

つ
、
一
般
財
源
の
縮
減
に
努

補
正
予
算
が　
　
　

　
　
　

多
い
理
由
は

町
長　

令
和
５
年
度
の

補
正
予
算
に
お
い
て
約

48
億
４
千
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち

約
35
億
円
が
栗
山
赤
十
字
病

院
改
築
事
業
に
お
け
る
増

額
、
約
５
億
２
千
万
円
が
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
や
物
価
高

騰
対
策
に
お
け
る
増
額
と

な
っ
て
い
る
。

　

補
正
予
算
は
、
年
度
途
中

に
補
助
金
の
確
保
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
追
加
な

め
て
い
る
。
今
後
も
企
業
誘

致
は
も
と
よ
り
、
関
係
人
口

や
移
住
・
定
住
施
策
を
積
極

的
に
推
進
し
な
が
ら
、
経
済

効
果
に
よ
る
税
収
・
消
費
拡

大
な
ど
、
さ
ら
な
る
財
源
確

保
を
図
っ
て
い
く
。

今
後
の
財
源
確
保
は

齊
藤
義
崇
委
員　

近
年
は
補

正
に
よ
る
追
加
予
算
が
多

く
、
特
に
令
和
５
年
度
で
多

か
っ
た
。
予
算
変
更
が
増
え

た
理
由
に
つ
い
て
、
財
政
全

体
を
総
括
し
答
え
を
。

基 金 を 確 保 し つ つ、　　　　　　
　　　財政の健全化を保っていく

≪健全化比率について≫≪健全化比率について≫
項　　目 説　　　明 令和５年度 令和４年度 早期健全化

基準
 財政再生    

基準

実質赤字比率

　普通会計（一般会計・北海道介護福祉学校特別会計）を
対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率。普通
会計の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示す。
栗山町は、普通会計において赤字額が発生していないため、
算出されない。

該当なし 該当なし 14.95 20.0

連結実質赤字比率

　全会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する
比率。全ての会計の赤字や黒字を合算した上で、栗山町全
体としての赤字の程度を指標化し、全体の財政運営の深刻
度を示す。
　栗山町は、普通会計、特別会計、事業会計において赤字
額が発生していないため、算出されない。

該当なし 該当なし 19.95 30.0

実質公債費比率
　財政規模に対する１年間に支払った借入金返済額などの
割合。数字が大きいほど、「財政規模に対して返済が多す
ぎる」ということ。

6.4 8.3 25.0 35.0

将来負担比率

　
財政規模に対する将来支払う借入金返済額などの割合。

数字が大きいほど「将来負担する負債が多い」ということ。 32.5 25.6 350.0 -

※各項目には、早期健全化基準（イエローカード）と財政再生基準（レッドカード）が定められており、各基
　準以上となった場合、財政運営の健全化を図るための計画策定など、様々な制約が課せられる。
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齊藤　義崇　委員 
さいとう　　よしたか 総括質

町
長　

大
型
事
業
と
な
る
栗

山
赤
十
字
病
院
改
築
等
事
業

が
令
和
８
年
度
ま
で
続
く

が
、
財
政
推
計
に
お
い
て

も
、
当
面
は
大
型
投
資
事
業

が
な
い
こ
と
か
ら
、
令
和
９

年
度
以
降
95
億
円
前
後
の
予

算
で
推
移
し
て
い
く
と
考
え

る
。
ま
た
、
令
和
10
年
度
以

降
、
日
赤
病
院
の
起
債
元
金

の
償
還
が
始
ま
る
こ
と
か
ら

齊
藤
義
崇
委
員　

今
後
も
大

き
な
計
画
事
業
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
予
算
額
の
増
大
、
ま

た
、
起
債
の
予
定
も
あ
る
。

　

将
来
の
財
政
の
見
通
し
に

つ
い
て
、
令
和
５
年
度
決
算

を
踏
ま
え
て
伺
う
。

将
来
の
財
政
の　

　
　
　

見
通
し
は

  年々歳出が増え続けているが
　　　　　　　　　　資金計画は

 　財政資金や事業資金を調達するために債券を発行すること。
①起債とは

解説

②公債費とは
 　自治体が行う借金（地方債）の返済に要するお金のこと。

ど
、
当
初
予
算
に
計
上
で
き

な
い
費
用
や
、
例
年
補
正
で

対
応
し
て
い
る
、
ふ
る
さ
と

納
税
や
除
雪
費
の
追
加
な
ど

を
含
め
、
新
た
な
財
政
需
要

に
係
る
予
算
に
つ
い
て
、
都

度
、
補
正
予
算
に
お
い
て
対

応
し
て
い
る
。

公
債
費
の
増
額
な
ど
、
一
時

的
に
財
政
調
整
基
金
か
ら
の

繰
り
入
れ
に
よ
る
財
政
運
営

が
見
込
ま
れ
る
が
、
健
全
財

政
を
維
持
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

長
期
的
な
財
政
推
計
に
よ

り
、
基
金
を
確
保
・
維
持
し

つ
つ
、
財
政
の
健
全
性
を
保

ち
な
が
ら
、
第
７
次
総
合
計

画
の
計
画
事
業
を
着
実
に
推

進
し
て
い
く
。

③繰出金とは
 　一般会計と特別会計の間で、相互に資金運用すること。

（監査委員意見抜粋）（監査委員意見抜粋）
　　一般会計の実質収支は、2 億 6,029 万 9,186 円の黒字。厳しい財一般会計の実質収支は、2 億 6,029 万 9,186 円の黒字。厳しい財
政状況の中で、中長期的な収支の均衡に留意し、効率的、効果的な予政状況の中で、中長期的な収支の均衡に留意し、効率的、効果的な予
算の執行により事業が進められている。算の執行により事業が進められている。
　　栗山町内部統制評価報告書の審査意見については、特に重大な不備栗山町内部統制評価報告書の審査意見については、特に重大な不備
として評価された都市再生整備計画事業における買取り証明書の誤交として評価された都市再生整備計画事業における買取り証明書の誤交
付は、結果として町が和解金を支払うに至った事案であり、この事案付は、結果として町が和解金を支払うに至った事案であり、この事案
の分析と是正は極めて重要である。一方で事案発生による全庁的な危の分析と是正は極めて重要である。一方で事案発生による全庁的な危
機意識の共有がなされたことも事実であり、今後ともその意識の風機意識の共有がなされたことも事実であり、今後ともその意識の風
化を防ぐ具体的方策の実践について取り組んでいくことを望む。ま化を防ぐ具体的方策の実践について取り組んでいくことを望む。ま
た、日常における内部通報制度の運用においても一連の環境整備がた、日常における内部通報制度の運用においても一連の環境整備が
整い、今後は、全職員の意識の共通化を高いレベルで維持することが整い、今後は、全職員の意識の共通化を高いレベルで維持することが
重要であることから、職員研修の実施については受講漏れがないよう重要であることから、職員研修の実施については受講漏れがないよう
引き続き取り組み、職員倫理感の意識の醸成と適正な職務執行の徹引き続き取り組み、職員倫理感の意識の醸成と適正な職務執行の徹
底を望む。本町の財政運営に関しても、物価上昇など不確かな経済底を望む。本町の財政運営に関しても、物価上昇など不確かな経済
情勢を見据えた柔軟な対応が求められるほか、職場環境の整備やデ情勢を見据えた柔軟な対応が求められるほか、職場環境の整備やデ
ジタルトランスフォーメーションの推進など、デジタル技術の活用ジタルトランスフォーメーションの推進など、デジタル技術の活用
による業務の効率化を図るとともに、限られた財政資源の中で最大による業務の効率化を図るとともに、限られた財政資源の中で最大
限の効果が上げられるよう、これまで以上に事業精査の徹底を望む。限の効果が上げられるよう、これまで以上に事業精査の徹底を望む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　谷　田　進太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　谷　田　進太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監査委員　　藤　本　光　行藤　本　光　行

谷田  進太郎 代表監査委員

決 算 監 査
デジタル技術の活用による業務の効率化を図り、　　　デジタル技術の活用による業務の効率化を図り、　　　
　　　　　　　　　　　　　限られた財政の中で最大限の効果を　　　限られた財政の中で最大限の効果を



9 月定例会議
9 月 3 日～ 12 日

補
正
予
算

￥公
共
施
設
の
空
調
を
整
備

　
　
　
　
　
　
　

増
額
補
正

▼
一
般
会
計

3
億
６
２
６
９
万
８
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
０
６
億
１
８
９
６
万
円
と

し
た
。

公
共
施
設
空
調
設
備
整
備
工
事

費　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

８
３
１
０
万
円

持
続
的
畑
作
生
産
体
制
確
立

緊
急
支
援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　

２
２
０
６
万
円

ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
費　
　

　
　
　
　
　

１
０
０
２
万
円

開
拓
記
念
木
の
伐
採
及
び
撤

去
に
係
る
処
理
手
数
料　
　

　
　
　
　
　
　

２
４
９
万
円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
業
務
委

託
料

　
　
　
　
　
　

２
２
０
万
円

　
　
　
　

★
質
疑
あ
り
★

  

そ
の
他
の
補
正
予
算

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

療
養
費
の
実
績
見
込
み
に

よ
る　
　
　

　
　
　
　
　

３
４
４
万
円

▼
栗
山
町
介
護
保
険
特
別

会
計

前
年
度
繰
越
金
の
一
部
を
介

護
給
付
費
準
備
基
金
に
積

立　
　
　

　
　
　
　

２
９
０
７
万
円

▼
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

第
５
期
工
業
団
地
水
道
管
布

設
工
事
実
施
設
計
に
係
る
委

託
料　

　
　

３
８
８
万
円

▼
栗
山
町
下
水
道
事
業
会

計第
５
期
工
業
団
地
汚
水
管
布

設
工
事
実
施
設
計
に
係
る
委

託
料　

４
８
６
万
円

人
事
案
件

▼
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

吉
田
政
和
氏
を
引
き
続
き
選

任
す
る
。

任
期
：
令
和
６
年
10
月
1
日

　
　

～
令
和
９
年
９
月
30
日

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

令
和
６
年
11
月
21
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

井
上
博
幸
氏
を
引
き
続
き
選

任
す
る
。

任
期
：
令
和
６
年
11
月
22
日

　
　

～
令
和
10
年
11
月
21
日

そ
の
他

▼
放
棄
し
た
債
権
に
つ
い
て

水
道
料
金
15
件

　
　

48
万
３
７
２
３
円

事
由
：
時
効
、
死
亡
、
破
産

及
び
所
在
不
明
に
よ
り
放
棄

▼
令
和
５
年
度
一
般
財
団
法

人
栗
山
町
農
業
振
興
公
社
決

算
の
報
告
に
つ
い
て

①
農
地
流
動
化
等
意
向
調
査

を
実
施
し
、
農
業
委
員
と
の

連
携
を
密
に
し
、
担
い
手
農

業
者
へ
の
効
率
的
な
農
地
集

積
を
図
る
。

②
５
・
２
ｈ
ａ
の
転
貸
を
実

施
し
、
農
地
の
効
率
的
な
利

用
促
進
を
図
っ
た
。
ま
た
、

令
和
５
年
度
に
お
い
て
、
公

社
の
中
間
保
有
農
地
は
継
続

分
の
２
件
。

③
農
業
未
来
塾
や
農
業
女
性

塾
等
を
実
施
す
る
と
と
も

質

疑

斉
藤
隆
浩
議
員　

ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
業
務
委
託
料
に
つ

い
て
、
ど
こ
に
ど
う
い
っ
た

内
容
で
支
払
わ
れ
る
の
か
。

経
営
企
画
課
長　

内
容
に
つ

い
て
は
、
人
件
費
、
寄
附
額

に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る
変

動
費
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
委
託
先
は
合
同
会
社
オ

フ
ィ
ス
く
り
お
こ
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

寄
附
額
が

下
が
っ
て
い
る
の
に
、
委
託

料
を
追
加
で
支
払
う
と
い
う

の
は
ど
う
な
の
か
。

経
営
企
画
課
主
幹　

契
約
に

基
づ
き
、
寄
附
額
の
総
額
に

対
し
て
の
委
託
料
と
な
っ
て

い
る
。
委
託
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
毎
年
委
託
業
者
と

交
渉
し
て
い
る
。　

吉田政和教育長

くりやまぎかいだより№ 181くりやまぎかいだより№ 181 8

　9 月定例会議では、補正予算、条例改正、人事案件、請願等が提案され、請願２件は不採択となり
ました。

９月定例会議 



条　
　

例

９
月
定
例
会
議
で
は
、
全
３
件
の
条
例
の
改
正
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
２
件
を
解
説
！

町営バス北広島駅　　　
　循環路線本格化運行へ

▼栗山町営バス運行条例の一部を改　
　正する条例
　試験運行を行っていた町営バス北広
島駅循環路線の運行が、令和６年１０月
より本格化する。栗山町内から南幌ビ
ューロー区間を２００円、栗山町内か
ら北広島駅区間を６００円とする。ま
た、中学生の乗車料金を現行の２００
円から半額の１００円とする。

コミュニティバス増便

▼栗山町コミュニティバス運行条例の
　一部を改正する条例
　令和６年１０月より、コミュニティ
バスの運行回数を早朝１便を増便し、
９回とする。また、中学生の乗車料金
は現行の２００円から半額の１００円
とする。

に
、
新
規
農
業
研
修
者
等
の

受
入
に
係
る
面
談
を
積
極
的

に
行
い
、
令
和
５
年
度
は
農

業
法
人
１
経
営
体
が
新
規
に

参
入
さ
れ
た
。

④
営
農
に
関
す
る
情
報
提
供

と
支
援
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
農
業
経
営
支
援
と
し
て
、

Ｒ
Ｔ
Ｋ(

ア
ー
ル
テ
ィ
ー

ケ
ー)

自
動
操
舵
装
置
20
件

の
導
入
に
対
し
て
支
援
等
を

行
っ
た
。

⑤
地
域
的
な
農
業
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
ブ
ラ
ン
ド
対

策
、
担
い
手
対
策
及
び
農
地

対
策
に
関
わ
る
各
種
事
業
を

実
施
し
た
。

⑥
北
海
道
大
学
の
学
生
に
よ

る
農
作
業
サ
ポ
ー
ト
事
業

「
く
り
や
ま
農
業
応
援
隊
」

や
地
域
懇
談
会
を
開
催
す
る

な
ど
、
農
業
者
の
営
農
支
援

を
行
っ
た
。

▼
栗
山
町
第
７
次
総
合
計
画

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

政
策
区
分
１　

生
活
環
境
、

（
２
）
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

施
策
①　

地
球
温
暖
化
対
策

の
推
進
に
お
い
て
、
計
画
事

業
「
公
共
施
設
等
の
空
調
設

備
を
計
画
的
に
整
備
し
ま

す
。」
を
追
加
す
る
も
の
。

   

討
　
　
論

斉
藤
隆
浩
議
員　

あ
ま
り
に

も
町
民
の
意
思
を
軽
視
し
て

い
る
。
町
民
が
い
て
の
我
々

な
の
で
町
民
の
意
見
を
し
っ

か
り
と
聞
い
て
い
か
な
い
と

い
け
な
い
。
空
調
設
備
の
整

備
に
お
金
を
使
う
と
い
う
こ

と
は
、
他
の
と
こ
ろ
を
減
ら

さ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う

し
な
け
れ
ば
将
来
の
借
金
が

増
え
る
。

反
対

齊
藤
義
崇
議
員　

こ
れ
を
反

対
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
公

共
施
設
に
ク
ー
ラ
ー
が
つ
か

な
い
。
町
民
の
命
や
健
康
に

関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

議
会
と
し
て
は
機
動
性
を
持

つ
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
時

に
、
賛
成
す
る
理
由
に
は
充

分
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

賛
成

質

疑

斉
藤
隆
浩
議
員　

１
年
間
の

間
で
２
回
目
の
計
画
変
更
だ

が
、
そ
の
経
緯
は
。
ま
た
、

町
民
へ
の
説
明
は
。

総
務
課
長　

避
難
所
の
環
境

整
備
、
施
設
利
用
者
の
健
康

管
理
な
ど
気
温
上
昇
へ
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
町
民
へ
の
説
明
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
町
民
の

代
表
で
あ
る
議
員
の
皆
様
に

は
全
員
協
議
会
等
で
説
明
し

て
い
る
。

賛
否
の
公
表

議　件　名 結
果

齊
藤
置
田
重
山
大
櫛
堀鈴
木
佐
藤
斉
藤
端藤
本
鵜
川

議案第２２号　栗山町第７次総合計画の一部変更について 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ /
請願第１号　女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批
准を求める意見書の日本政府への提出についての請願 不 × × ○ × × × × × × × /

請願第２号　選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を求める
意見書の提出についての請願 不 × ○ ○ × × × × × × × /

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　ー：棄権　※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。

くりやまぎかいだより№ 1819

↑請願２件については、議会運営委員会に付託され協議されました。詳細は P14 ～１５に掲載！



意
見
書

国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

【
要
旨
】

　

北
海
道
は
、
豊
か
で
美
し

い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
我

が
国
の
食
料
供
給
を
担
う
と

と
も
に
、
特
有
の
歴
史
・
文

化
や
気
候
風
土
な
ど
を
有
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
独
自
性

や
優
位
性
を
生
か
し
な
が

ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
活
力
あ
る
北
海
道
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
栗
山
町

の
道
路
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
高
規
格
道
路
に
お
け
る

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
は
じ

め
、
自
然
災
害
や
橋
梁
・
道

路
な
ど
の
老
朽
化
、
通
学
路

に
お
け
る
交
通
事
故
な
ど
、

多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
消

し
、
地
域
が
持
つ
潜
在
力
を

最
大
限
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
加
え
て
、
本
道
で
は
、

安
定
し
た
除
排
雪
体
制
の
確

保
な
ど
、
冬
期
間
の
住
民
の

安
全
・
安
心
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

道
路
整
備
・
管
理
に
必
要
な

予
算
を
安
定
的
に
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
よ
っ

て
、
国
に
お
い
て
は
、
道
路

網
の
整
備
や
老
朽
化
対
策
な

ど
、
国
土
強
靱
化
の
取
組
を

よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、

次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要

望
す
る
。

１
．
道
路
整
備
の
課
題
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、
新
た
な

財
源
の
創
設
及
び
必
要
な
予

算
を
確
保
す
る
こ
と
。 

２
．
国
土
強
靱
化
実
施
中
期

計
画
を
令
和
６
年
度
内
の
早

期
に
策
定
し
、
必
要
な
予

算
・
財
源
を
別
枠
で
確
保
す

る
こ
と
。

３
．
災
害
に
強
い
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進
す

る
こ
と
。

４
．
維
持
管
理
・
更
新
事
業

に
必
要
な
技
術
的
支
援
の
拡

充
や
予
算
を
長
期
安
定
的
に

確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
積

雪
寒
冷
地
に
お
い
て
は
、
凍

結
融
解
の
繰
り
返
し
に
よ
る

舗
装
の
損
傷
が
著
し
い
こ
と

か
ら
、
こ
れ
に
対
応
す
る
制

度
創
設
や
財
政
支
援
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。 

５
．
道
路
の
整
備
や
管
理
の

充
実
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、

突然やってくる災害に備えて…

除
雪
機
械
等
の
計
画
的
な
更

新
・
増
強
が
可
能
と
な
る
よ

う
財
政
支
援
を
強
化
す
る
こ

と
。

６
．
公
共
施
設
の
点
検
や
診

断
、
補
修
、
更
新
が
交
付
対

象
と
な
る
よ
う
採
択
要
件
を

緩
和
す
る
な
ど
、
地
方
負
担

の
軽
減
を
図
る
こ
と
。

７
．「
流
域
治
水
」
の
取
組

に
必
要
な
財
政
支
援
を
更
に

強
化
す
る
こ
と
。

８
．
北
海
道
開
発
局
及
び
開

発
建
設
部
の
人
員
体
制
の
充

実
・
強
化
を
図
る
こ
と
。

　地方公共団体の公益に関することについて、議会の意思
を意見としてまとめた書類のこと。
　地方自治法第９９条で「普通地方公共団体の議会は、当該
普通地方公共団体の公益に関する事件につき意見書を国会又
は関係行政庁に提出することができる」と定められている。
　議会で決定された意見書は、内閣総理大臣などに宛てて提
出される。

解説

意見書とは

国土強靱化とは
　地震や津波、台風など自然災害に強い国づくり、地域づくり
を目指す取組のこと。

ミッシングリンクとは
　道路網が途中で切れている、未整備区間のこと。
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7 月臨時会議
7 月 8 日

そ
の
他

▼
栗
山
町
学
生
寮
別
館
新
築

本
体
製
作
工
事
の
請
負
契
約

に
つ
い
て

契
約
金
額　

８
５
３
６
万
円

業
者　

株
式
会
社
ア
ー
キ
ビ

ジ
ョ
ン
21

7 月臨時会議
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町政の町政の
　　ここが聞きたい　　ここが聞きたい

２    議員が一般質問

９月定例会議
一般質問

端
はし

　　師
のりたか

孝 議員
Ｑ１. 町営バス定期券の見直しを　Ａ . 調査・検討を進めていく

Ｑ 1. 紙の保険証の存続を国に求めては　Ａ . 町としては国に求めることは　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考えていない

重
しげやま

山　雅
ま さ よ

世 議員

端　師孝　議員

重山　雅世　議員



                  

　

定
期
乗
車
券

Ａ：調査・検討を進めていく
Ｑ：町営バスの定期乗車券の見直しを

議
員　

定
期
券
の
金
額
は

１
ヵ
月
で
割
引
率
40
％
の

７
２
０
０
円
で
あ
る
が
、
運

休
日
や
第
３
水
曜
日
の
無

料
デ
ー
を
除
く
と
月
平
均

の
乗
車
可
能
日
数
は
約
19

日
で
割
引
率
が
40
％
に
満

た
な
い
。

　

定
期
乗
車
券
の
料
金
は

乗
車
可
能
日
数
に
応
じ
た

料
金
に
見
直
し
、
併
せ
て
周

知
徹
底
が
必
要
と
考
え
る
。

　

利
用
者
に
寄
り
添
う
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

町
民
の
満
足
度
や
さ
ら
な

る
利
便
性
向
上
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
が
、
町
長
に

見
解
を
伺
う
。

町
長　

平
成
２
年
に
民
間
バ

ス
路
線
が
撤
退
し
た
こ
と
に

伴
い
町
営
バ
ス
の
運
行
を
開

始
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
町

端　師孝 議員

定期乗車券の利用はほとんどない

質
問
趣
旨　

購
入
者
が
全
く

い
な
い
町
営
バ
ス
の
定
期
券

の
見
直
し
と
、
町
民
へ
の
周

知
徹
底
に
よ
る
利
用
促
進
に

つ
い
て
の
認
識
や
対
応
を
確

認
す
る
目
的
で
質
問
し
た
。

感
想　

ま
ず
も
っ
て
一
般

質
問
の
場
で
、
行
政
と
多

く
の
人
に
定
期
券
の
現
状

を
知
ら
せ
た
か
っ
た
。「
購

入
者
な
し
、
ニ
ー
ズ
な
し
、

だ
か
ら
見
直
し
な
し
」
で

は
な
く
、
な
ぜ
？
に
行
政

民
の
日
常
生
活
に
お
け
る
交

通
手
段
の
確
保
に
努
め
て
い

る
。
現
在
で
は
よ
り
効
果
的

か
つ
持
続
可
能
な
公
共
交
通

体
系
を
構
築
す
る
べ
く
町
民

の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な

が
ら
、
運
行
内
容
や
利
用
料

金
の
見
直
し
を
適
宜
進
め
て

い
る
。

　

定
期
券
に
つ
い
て
は
、
運

休
日
を
除
い
た
乗
車
可
能
日

数
を
考
慮
し
た
場
合
は
割
安

感
が
得
ら
れ
づ
ら
い
状
況
に

あ
る
。
料
金
の
見
直
し
に
関

し
て
調
査
検
討
を
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
住
民
周
知
に
つ

い
て
は
、
利
用
促
進
を
図
っ

て
い
く
行
政
の
立
場
と
し
て

足
り
な
い
部
分
が
あ
る
。
周

知
の
情
報
等
に
つ
い
て
も
見

直
し
を
図
っ
て
い
く
。

　

庁
内
検
討
委
員
会
を
中
心

に
継
続
的
に
対
応
策
を
協
議

し
て
い
る
。
町
民
か
ら
の
意

見
を
拾
い
上
げ
て
、
よ
り
良

く
す
る
こ
と
は
重
要
な
役
割

と
捉
え
て
い
る
。
利
用
す
る

方
、
利
用
し
な
い
方
の
公
平

性
の
担
保
と
受
益
者
負
担
の

考
え
方
を
入
れ
な
が
ら
我
々

の
考
え
を
町
民
に
説
明
を
し

て
い
き
、
町
営
バ
ス
事
業
を

し
っ
か
り
運
営
し
て
い
く
。
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側
が
気
づ
い
て
見
直
し
が
さ

れ
れ
ば
、
定
期
券
の
場
合
は

乗
り
放
題
券
で
も
あ
る
の
だ

か
ら
、
通
勤
通
学
に
関
わ
ら

ず
、
普
段
の
通
院
や
お
買
い

物
の
利
用
者
に
と
っ
て
も
利

便
性
が
高
い
も
の
だ
と
信
じ

て
い
る
。
全
体
的
に
前
向
き

な
答
弁
を
頂
い
た
が
、
今
後

の
行
政
の
調
査
検
討
の
進
み

に
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載せて
います。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されております。ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています



                  健
康
保
険
証

Ａ：町としては国に求めることは　　　　
　　　　　　　　　　　　考えていない

Ｑ：紙の健康保険証の存続を国に求めては

質
問
趣
旨　

マ
イ
ナ
保
険
証

が
な
い
と
受
診
で
き
な
く
な

る
と
い
う
誤
解
や
不
安
を
な

く
し
た
い
と
思
っ
て
。

重山雅世 議員

感
想　

任
意
制
度
で
あ
る
マ

イ
ナ
保
険
証
の
登
録
や
利
用

普
及
に
血
税
を
使
い
、
強
引

に
進
め
よ
う
と
す
る
こ
と
は

道
理
が
な
い
。
今
の
ま
ま
で

充
分
便
利
な
保
険
証
を
守
る

た
め
力
を
尽
く
す
。

くりやまぎかいだより№ 18113

議
員　

健
康
保
険
証
の
新
規

発
行
を
停
止
す
る
12
月
２
日

ま
で
、
あ
と
３
ヶ
月
。
７
月

31
日
時
点
で
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
保
有
率
は
国

全
体
で
74
・
５
％
（
栗
山
町

は
72
・
９
％
）、
カ
ー
ド
に

紐
づ
け
さ
れ
て
い
る
健
康
保

険
証
の
６
月
分
利
用
率
は

９
・
９ 

％
に
と
ど
ま
っ
て
い

町
長　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の

一
部
改
正
等
に
よ
り
、
す
べ

て
の
健
康
保
険
証
に
係
る
新

規
発
行
ま
た
は
再
発
行
が
終

了
す
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
保
有
さ
れ
て
い
な

る
。
政
府
は
５
月
か
ら
８
月

を
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
促

進
月
間
と
し
て
２
１
７
億

円
を
計
上
し
、
病
院
へ
は

一
ヶ
所
最
大
40
万
円
、
診
療

所
・
薬
局
へ
は
最
大
20
万

円
に
支
援
金
を
倍
増
さ
せ

た
。
す
で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
取
得
ポ
イ
ン
ト
付
与

に
１
兆
３
８
０
０
億
円
の
税

金
を
使
っ
て
い
る
。
窓
口
の

カ
ー
ド
読
み
取
り
機
の
対
応

で
暗
証
番
号
や
顔
認
証
の
ト

ラ
ブ
ル
も
起
こ
り
、
誤
っ
て

別
人
に
紐
付
け
ら
れ
る
こ
と

へ
の
国
民
の
不
安

も
消
え
て
い
な

い
。
政
府
は
、
紙

の
健
康
保
険
証
廃

止
に
伴
い
、
当
面

の
間
申
請
し
な
く

て
も
資
格
確
認
書

の
発
行
を
行
う
と

い
う
が
、
現
在
で

も
マ
イ
ナ
保
険
証

と
紙
の
保
険
証
で

は
初
診
料
に
お
い

て
、
３
割
負
担
の

方
で
６
円
の
差
が

あ
り
、
負
担
す
る

医
療
費
に
不
平
等

　案内文書には「資格確認書」の交付は　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　申請の必要がないと記載がある

議会中継 をご自宅で見ることができます
議会では、インターネットによるライブ中継（生中継）と録画配信を
しています。栗山町議会ホームページからご覧ください。

栗山町議会 検索

が
生
じ
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
取
得
す

る
か
ど
う
か
は
本
人
の
自
由

で
義
務
で
は
な
い
。

　

国
に
対
し
紙
の
保
険
証
存

続
を
求
め
て
は
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

い
方
や
健
康
保
険
証
が
紐
づ

け
さ
れ
て
い
な
い
方
に
対

し
、
町
が
交
付
す
る
資
格
確

認
書
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
医
療
機
関
の
受
診
が
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
廃
止
日

時
点
で
交
付
済
の
紙
の
健
康

保
険
証
に
つ
い
て
も
、
経
過

措
置
に
よ
り
、
記
さ
れ
て
い

る
有
効
期
限
ま
で
の
間
、
引

き
続
き
使
用
が
可
能
と
な

る
。

　

町
と
し
て
、
紙
の
健
康
保

険
証
存
続
を
求
め
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
が
、
引
き
続

き
、
国
の
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
制
度
の
変
更
点
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
い
周
知
を
行

う
な
ど
、
し
っ
か
り
と
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。



　1979 年に国連で生まれた女性差別撤廃条約は、あらゆる分野で、女性が性に基づく差別を受けない権利と平等の
権利を保障している。1985 年、日本はこの条約を批准（同意）した。　
　女性差別撤廃条約制定から 20 年を経た 1999 年、条約の実効性を強化し、一人ひとりの女性が抱える問題を解決
するために改めて女性差別撤廃条約選択議定書が採択された。選択議定書には「個人通報制度」と「調査制度」の
２つの手続きがあるが、日本はこれを批准（同意）していない。

女性差別撤廃条約選択議定書とは

解説

請願２件は不採択に
請願第１号　女性差別撤廃条約選択議定書のすみやかな批准を求める

　　　　　　    意見書の日本政府への提出についての請願

★本会義での賛否の結果は９ページをご覧ください

　

女
性
差
別
撤
廃
条
約
は
、

女
性
が
差
別
を
受
け
な
い
権

利
と
平
等
の
権
利
を
保
障
し

て
い
る
。
選
択
議
定
書
は
、

こ
の
条
約
の
実
効
性
を
強
化

す
る
た
め
に
改
め
て
採
択
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本

は
ま
だ
批
准
し
て
お
ら
ず
、

日
本
の
女
性
の
権
利
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
国
際
基
準
に

引
き
上
げ
る
た
め
に
も
、
選

択
議
定
書
の
早
期
批
准
は
急

務
で
あ
る
。
日
本
は
国
連
の

女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
か

ら
、
選
択
議
定
書
批
准
を
く

り
か
え
し
勧
告
さ
れ
て
い

る
。
国
会
と
政
府
に
対
し
、

「
女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択

議
定
書
の
す
み
や
か
な
批
准

を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出

す
る
よ
う
請
願
す
る
。

●
請
願
者　

新
日
本
婦
人
の

会　
　
　
　

小
谷　

美
和
子

●
紹
介
議
員　
　

重
山
雅
世

斉
藤
隆
浩
委
員　

こ
れ
が
批

准
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

今
の
現
状
か
ら
何
が
大
き
く

変
わ
る
の
か
。

参
考
人　

世
界
的
に
も
日
本

人
女
性
が
と
て
も
不
便
を
し

て
い
る
と
聞
く
。
不
自
由
さ

と
、
不
便
さ
で
悩
ん
で
い
る

人
が
多
い
。

紹
介
議
員　

議
定
書
の
中
の

個
人
通
報
制
度
を
使
っ
て
、

差
別
が
あ
る
と
救
済
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
条
約
が

で
き
て
20
年
経
っ
て
も
実
効

性
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い

な
い
の
で
、
議
定
書
に
よ
っ

て
充
実
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ

と
。

要　
旨

質　
疑

討　
論

斉
藤
隆
浩
委
員　

栗
山
町
民

か
ら
の
意
見
と
し
て
出
す
意

見
書
と
し
て
は
、
根
拠
が
乏

し
い
。

堀
委
員　

栗
山
町
議
会
の
名

前
で
出
す
意
見
書
と
し
て

は
、
本
町
の
町
民
を
含
め
て

実
態
生
活
に
不
自
由
な
事
実

が
多
く
見
ら
れ
る
場
合
に
出

す
べ
き
と
考
え
る
と
、
今
回

は
厳
し
い
の
で
は
。

佐
藤
委
員　

意
見
書
を
出
せ

る
ま
で
の
意
見
で
は
な
い
。

結　
果

不
採
択
す
べ
き

議
会
運
営
委
員
会
で
は

　
　
　
　
　

と
決
定
し
た
。

　
そ
の
後
、
本
会
議
で
議
会
運

営
委
員
会
で
の
結
果
を
報
告

し
、
討
論
・
採
決
を
行
い
ま

し
た
。

本
会
議
で
の
討
論

賛
　
　
　
成

重
山
議
員　

女
性
差
別
を
禁

止
す
る
条
約
を
完
全
に
履
行

す
る
た
め
に
は
、
選
択
議
定

書
を
批
准
す
る
必
要
が
あ

る
。
日
本
が
選
択
議
定
書
を

批
准
す
る
こ
と
は
、
女
性
だ

け
で
な
く
全
て
の
人
が
尊
重

さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
重
要
な
一
歩
と
な
る
。
住

民
世
論
の
動
向
に
常
に
関
心

を
持
ち
、
そ
れ
を
先
取
り
す

る
形
で
意
見
書
を
活
用
す
る

こ
と
が
民
意
を
高
め
る
と
同

時
に
政
府
や
国
会
を
動
か
す

力
に
な
る
と
考
え
る
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

日
本
は
日

本
ら
し
い
や
り
方
で
女
性
差

別
の
撤
廃
の
方
法
が
あ
る
と

思
う
。
世
界
基
準
が
日
本
基

準
で
は
な
い
と
強
く
感
じ
て

い
る
。
女
性
差
別
の
撤
廃
に

関
し
て
は
賛
成
だ
が
、
批
准

す
る
こ
と
が
す
べ
て
で
は
な

い
と
考
え
、
反
対
と
す
る
。

反
　
　
　
対

反
　
　
　
対
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日
本
で
は
、
婚
姻
に
お
け

る
夫
婦
別
姓
が
認
め
ら
れ
な

い
た
め
に
、望
ま
な
い
改
姓
、

事
実
婚
、
通
称
使
用
な
ど
に

よ
る
不
利
益
、
不
都
合
を
強

い
ら
れ
る
人
が
多
く
存
在
し

て
い
る
。
働
く
女
性
た
ち
に

と
っ
て
は
、
改
姓
に
よ
っ
て

キ
ャ
リ
ア
が
中
断
さ
れ
る
と

い
う
声
も
切
実
で
、
結
婚
や

出
産
を
躊
躇
す
る
要
因
の
一

つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
世
論

調
査
で
は
、
選
択
的
夫
婦
別

姓
制
度
に
６
割
が
賛
成
し
て

お
り
、
特
に
若
年
層
ほ
ど
賛

成
割
合
が
高
く
、
60
歳
以
下

で
は
７
割
が
賛
成
と
な
っ
て

い
る
。
選
択
的
夫
婦
別
姓
制

度
の
導
入
に
つ
い
て
の
国
会

審
議
を
進
め
る
こ
と
を
早
期

に
求
め
る
。

●
請
願
者　

新
日
本
婦
人
の

会　
　
　
　

小
谷　

美
和
子

●
紹
介
議
員　
　

重
山
雅
世

斉
藤
隆
浩
委
員　

夫
婦
同
姓

で
あ
る
と
、
ど
う
い
う
こ
と

で
皆
さ
ん
不
便
を
し
て
い
る

の
か
、
具
体
的
に
教
え
て
ほ

し
い
。

参
考
人　

仕
事
上
で
も
、
女

性
が
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で

活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
例
え
ば
、
海
外
に
行
っ

た
時
に
旧
姓
で
ホ
テ
ル
が
予

約
さ
れ
て
い
て
、
泊
ま
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
も
聞
い
た
。

　

と
て
も
不
自
由
で
生
き
づ

ら
い
と
い
う
こ
と
を
、
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
で
聞
い
て
い

る
。

　

日
本
が
同
姓
を
強
制
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
問
題
で

あ
る
。
外
国
で
は
当
た
り
前

の
こ
と
が
、
日
本
で
は
で
き

な
い
。
姓
を
選
択
で
き
る
と

い
う
法
律
が
で
き
れ
ば
、
何

も
問
題
が
な
い
。

要　
旨

質　
疑

討　
論

斉
藤
隆
浩
委
員　

本
当
に
困

っ
て
い
る
人
を
助
け
る
の
な

ら
、
法
律
云
々
で
は
な
く
、

今
の
現
状
を
変
え
る
た
め
に

動
く
べ
き
。

佐
藤
委
員　

自
分
の
周
り
に

は
困
っ
て
い
る
と
い
う
人
は

い
な
い
。
ま
だ
ま
だ
そ
う
い

う
声
は
少
な
い
の
で
は
。

堀
委
員　

請
願
の
内
容
に
つ

い
て
全
部
を
否
定
す
る
わ
け

で
は
な
い
が
、
栗
山
町
議
会

名
で
意
見
書
を
出
す
に
は
、

要
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。

結　
果

不
採
択
す
べ
き

議
会
運
営
委
員
会
で
は

　
　
　
　
　

と
決
定
し
た
。

　
そ
の
後
、
本
会
議
で
議
会
運

営
委
員
会
で
の
結
果
を
報
告

し
、
討
論
・
採
決
を
行
い
ま

し
た
。

本
会
議
で
の
討
論

賛
　
　
　
成

重
山
議
員　

栗
山
町
だ
け
が

遅
れ
て
い
る
。
経
団
連
も
希

望
す
れ
ば
生
ま
れ
持
っ
た
姓

を
戸
籍
上
の
姓
と
し
て
名
乗

り
続
け
ら
れ
る
制
度
の
早
期

実
現
を
要
望
し
て
い
る
。

堀
議
員　

選
択
的
夫
婦
別
姓

を
希
望
し
て
い
る
方
は
い
る

と
は
思
う
が
、
そ
れ
が
栗
山

町
民
の
大
半
の
意
見
な
の
か

と
い
う
と
、
ま
だ
そ
こ
ま
で

は
い
っ
て
い
な
い
。

反
　
　
　
対

反
　
　
　
対

議会運営委員会

請願第２号　選択的夫婦別姓制度導入の国会審議を求める意見書の
　　　　　　　  提出についての請願

　６月 20 日に行われた定例会議（３日目）に提出された「請願第１号・第２号」は、
担当である議会運営委員会に付託し、審査を進めることになりました。
　８月２日に開催された議会運営委員会で参考人から趣旨説明及び参考人への質疑を行
い、８月３０日の議会運営委員会では議員間での自由討議、委員会としての採択・不採
択を決定。９月 12 日の定例会議（３日目）で委員会の決定内容を報告し、採決を行い
ました。

　現在は、男女が結婚するときは、すべての夫婦は同じ氏を名乗らなければならないことになっているが、選択的
夫婦別姓制度では、同じ氏を名乗るという現在の制度に加えて、希望する夫婦が結婚後にそれぞれの結婚前の氏を
名乗ることも認めるというもの。
　選択的な制度であるため、これまで通り夫婦が同じ氏を名乗ることも、希望すれば別々の氏を名乗ることもでき
るようにするという制度。

選択的夫婦別姓制度

解説

置
田
議
員　

夫
婦
別
姓
制
度

は
日
本
だ
け
が
導
入
さ
れ
て

い
な
い
。
国
際
的
な
流
れ
と

し
て
、
姓
の
選
択
を
で
き
る

法
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
思
う
。

斉
藤
隆
浩
議
員　

パ
ス
ポ
ー

ト
等
に
も
旧
姓
を
併
記
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
、
不
便
さ

は
少
し
ず
つ
解
消
さ
れ
て
き

て
い
る
。

くりやまぎかいだより№ 18115
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文 書町政を問う！

Q：日本ハムファイターズ２軍施設の移転誘致を

　　北海道日本ハムファイターズが、現千葉県鎌ケ谷市から北海道への移転を検討して北海道日本ハムファイターズが、現千葉県鎌ケ谷市から北海道への移転を検討して
いるという報道がなされている。日本ハムファイターズとは、栗山英樹元監督との繋いるという報道がなされている。日本ハムファイターズとは、栗山英樹元監督との繋
がりもあり、縁のある栗山町が誘致先に名乗りを挙げることで、以下のような多くのがりもあり、縁のある栗山町が誘致先に名乗りを挙げることで、以下のような多くの
利点が生まれると考える。利点が生まれると考える。
　（１）札幌市との交通アクセスが整備され、町民にとってもメリットが生まれる。　（１）札幌市との交通アクセスが整備され、町民にとってもメリットが生まれる。
　（２）２軍施設とはいえ、集客数も見込めることから、町内の経済効果が高い。　（２）２軍施設とはいえ、集客数も見込めることから、町内の経済効果が高い。
　以上のような交通の利便性向上や、経済効果の見込みも含めて、移転誘致を積極的　以上のような交通の利便性向上や、経済効果の見込みも含めて、移転誘致を積極的
　に行うべきと考えるが、町長の考えを伺う。　に行うべきと考えるが、町長の考えを伺う。

 A：総合的な検討・判断ができるよう、情報収集に努めていく
　　北海道移転に関しては、球団による正式な発表はなく、現状においては「様々な検討を行う」ものとさ北海道移転に関しては、球団による正式な発表はなく、現状においては「様々な検討を行う」ものとさ
れている。また、一部報道にもある公設民営型が採用されるれている。また、一部報道にもある公設民営型が採用されることとなった場合、施設整備費用など、自治こととなった場合、施設整備費用など、自治
体としての負担も発生するものと想定される。その一方で、経済効果等も大いに期待されるところである。体としての負担も発生するものと想定される。その一方で、経済効果等も大いに期待されるところである。
いずれにしても、これらの状況を踏まえつつ、移転誘致活動に取り組むための総合的な検討、判断ができいずれにしても、これらの状況を踏まえつつ、移転誘致活動に取り組むための総合的な検討、判断ができ
るよう、今後とも情報収集に努めていきたいと考える。るよう、今後とも情報収集に努めていきたいと考える。

提出日
令和６年８月　２日
回答日
令和６年８月１４日

堀　　文彦 議員

                                    

質質 問

Q：会計年度任用職員の雇用の安定を
　総務省は６月２８日、「期間業務職員の適切な採用について」（平成２２年８月１０　総務省は６月２８日、「期間業務職員の適切な採用について」（平成２２年８月１０
日人企－９７２）の一部が改正されたことを踏まえ、「会計年度任用職員制度の導入日人企－９７２）の一部が改正されたことを踏まえ、「会計年度任用職員制度の導入
等に向けた事務処理マニュアル（第２版）」ⅢＱ＆Ａについて、公募によらない再度等に向けた事務処理マニュアル（第２版）」ⅢＱ＆Ａについて、公募によらない再度
の採用回数の上限を連続２回までとする取り扱い「３年目公募」を撤廃した。これは、の採用回数の上限を連続２回までとする取り扱い「３年目公募」を撤廃した。これは、
自治労連等が仲間と共に人事院、政府に対し非正規公務員の雇用安定と処遇改善を求自治労連等が仲間と共に人事院、政府に対し非正規公務員の雇用安定と処遇改善を求
めてきた運動の成果である。めてきた運動の成果である。
　本町においては、公募により会計年度任用職員を採用しているが、今般の改正によ　本町においては、公募により会計年度任用職員を採用しているが、今般の改正によ
り、職場内の職務経験を有することで公務の能率的な運用に相当程度資することが想り、職場内の職務経験を有することで公務の能率的な運用に相当程度資することが想
定され、任用について適当と任命権者が判断する場合は公募によらない採用を行うこ定され、任用について適当と任命権者が判断する場合は公募によらない採用を行うこ
とができることとなったことから、有能な会計年度任用職員の採用について、今後どとができることとなったことから、有能な会計年度任用職員の採用について、今後ど
のように採用していくか町長の見解を伺う。のように採用していくか町長の見解を伺う。

 A：基準、考え方等について検討を進めていく
　　本町においては、これまで、平等取扱いの原則（機会の平等の確保）の観点から、全ての職について毎本町においては、これまで、平等取扱いの原則（機会の平等の確保）の観点から、全ての職について毎
年度の公募・選考を経て任用を行っているが、応募実態等から、結果的に多くの方が継続的に任用されて年度の公募・選考を経て任用を行っているが、応募実態等から、結果的に多くの方が継続的に任用されて
いる状況である。いる状況である。
　今後においては、制度の趣旨を踏まえ、引き続き公募を基本としつつ、会計年度任用職員に係る人事評　今後においては、制度の趣旨を踏まえ、引き続き公募を基本としつつ、会計年度任用職員に係る人事評
価の実施その他の能力実証の在り方、各職に求められる知識及び経験の程度、さらには効果的な人材確保価の実施その他の能力実証の在り方、各職に求められる知識及び経験の程度、さらには効果的な人材確保
の観点等の観点等も踏まえ、非公募による任用を行う場合の基準、考え方等について検討を進めていく。も踏まえ、非公募による任用を行う場合の基準、考え方等について検討を進めていく。

提出日
令和６年８月　２日
回答日
令和６年８月１４日

重山　雅世 議員
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議
員
の
報
酬
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　

令
和
元
年
６
月
に
「
議
会

議
員
の
報
酬
と
定
数
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
、
調
査
・
検
討
の
結

果
、
定
数
に
つ
い
て
は
１
名

減
の
11
名
と
し
た
。
報
酬
に

つ
い
て
は
現
状
維
持
と
報
告

が
さ
れ
た
が
、
今
後
も
報
酬

の
在
り
方
に
つ
い
て
は
検
討

課
題
と
す
る
と
最
終
報
告
が

さ
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
令
和

６
年
３
月
「
議
員
報
酬
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
を

設
置
し
、
全
国
町
村
議
会
議

長
会
か
ら
示
さ
れ
た
令
和
４

年
度
版
原
価
方
式
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と

し
た
。

　

報
酬
に
関
す
る
特
別
委
員

会
は
８
月
ま
で
に
４
回
開
催

さ
れ
、
７
月
19
日
に
は
参
考

人
か
ら
意
見
を
聴
取
、
８
月

16
日
に
は
自
由
討
議
を
行
っ

た
。

自
由
討
議　　

　
算
定
方
法
は
…

斉
藤
隆
浩
委
員　

全
国
町
村

議
会
議
長
会
が
示
し
て
い
る

活
動
内
容
を
踏
ま
え
た
原
価

方
式
に
し
て
い
く
の
が
町
民

に
説
明
す
る
上
で
も
根
拠
が

あ
る
。
こ
れ
以
上
根
拠
の
強

い
報
酬
の
定
め
方
は
な
い
の

で
は
。

重
山
委
員　

原
価
方
式
は
、

根
拠
と
い
う
点
で
は
す
ご
く

妥
当
性
が
あ
る
。

佐
藤
委
員　

原
価
方
式
が
町

民
に
対
し
て
の
説
明
が
つ
く

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
通

年
議
会
が
始
ま
っ
て
か
ら
、

議
員
の
活
動
も
ど
ん
ど
ん
増

え
て
き
た
の
で
、
そ
れ
に
見

合
う
形
が
１
番
い
い
の
で

は
。

堀
委
員　

今
回
の
議
員
改
選

藤
本
委
員　

や
は
り
今
、
最

新
の
原
価
方
式
が
示
さ
れ

て
、
自
分
の
役
務
に
基
づ
い

て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら

言
え
ば
、
原
価
方
式
で
検
討

し
て
報
酬
を
導
い
て
い
く

と
い
う
方
法
が
い
い
と
思

う
が
、
江
藤
先
生
も
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
科
学
的

根
拠
は
な
い
。
原
価
方
式
で

導
き
出
し
た
金
額
に
必
ず
す

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

そ
こ
は
も
う
少
し
議
論
の
余

地
は
あ
る
。

自
由
討
議　　

　
改
定
時
期
は
…

斉
藤
隆
浩
委
員　

４
年
間
の

中
間
で
見
直
し
を
か
け
て
は

ど
う
か
。
自
分
た
ち
で
決
め

た
こ
と
は
自
分
た
ち
で
し
っ

か
り
と
町
民
に
説
明
し
て
、

批
判
を
受
け
な
が
ら
、
実
行

し
て
い
く
の
が
議
員
の
責
任

で
は
な
い
か
な
と
思
う
。

端
委
員　

議
会
と
し
て
の
活

動
量
を
、
今
後
町
民
と
話
を

し
て
深
め
て
い
く
行
程
に
移

る
に
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的

に
結
構
か
か
る
の
で
は
。

鈴
木
委
員　

選
挙
の
１
年
前

に
は
、
次
の
期
の
報
酬
額
を

周
知
し
、
そ
し
て
次
の
選
挙

に
臨
む
と
い
う
の
が
全
国
町

村
議
会
議
長
会
の
報
酬
を
是

正
す
る
と
い
う
こ
と
の
根
拠

に
も
か
な
う
や
り
方
で
は
な

い
の
か
な
と
思
う
。

重
山
委
員　

住
民
に
対
す
る

説
明
の
中
で
、
い
つ
か
ら
上

げ
る
と
い
う
こ
と
も
含
め
て

住
民
の
声
を
聞
く
と
い
う
手

段
も
あ
る
の
で
は
。

藤
本
委
員　

１
年
位
前
に
は

次
期
の
報
酬
金
額
を
提
示
し

た
上
で
、
選
挙
に
突
入
し
て

い
く
と
い
う
の
が
理
に
か

な
っ
て
い
る
の
で
は
。

置
田
委
員　

自
分
の
中
で
は

来
期
か
ら
が
望
ま
し
い
と

思
っ
て
い
る
。
来
期
を
念
頭

に
お
い
て
、
１
年
前
に
は
骨

子
が
で
き
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。

堀
委
員　

他
の
議
会
が
ど
の

よ
う
に
し
て
動
い
て
い
る
の

か
、
調
査
が
必
要
。

　議員の活動量を首長の活動量
と比較し、その割合を首長の給
料に乗じて議員報酬額を算定す
る方式

原価方式とは

解説

に
伴
っ
て
、
定
数
が
１
人

減
っ
て
い
る
。
当
然
減
る
と

な
る
と
、
我
々
１
人
当
た
り

の
業
務
分
担
が
多
く
な
る
。

　

調
査
に
よ
り
、
実
際
に
活

動
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
そ

の
上
で
も
、
こ
の
原
価
方
式

と
い
う
の
が
、
説
明
も
つ
く

の
で
は
な
い
か
。

参
考
人　

大
正
大
学
教
授

　
　
　
　
　

江
藤
俊
昭　

氏

　　

報
酬
は
議
会
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
条
件
の
１
つ
と
し
て

考
え
て
ほ
し
い
。
ど
う
議
会

力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
か
、
ど

う
い
う
議
員
活
動
を
し
て
い

く
べ
き
か
を
考
え
る
の
が
原

則
。

　

原
価
方
式
は
議
員
活
動
量

で
算
定
す
る
が
、
活
動
時
間

だ
け
で
は
な
く
、
中
身
が
問

わ
れ
る
。
活
動
内
容
ま
で
踏

み
込
ん
で
、
町
民
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
。

参
考
人
意
見
聴
取

報酬に関する
特別委員会
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全国の議会が栗山町へ

 　栗山町議会では全国から視察研修を
　　　　　　　　　　受け入れています　
 ・７月　４日（木）宮城県村田町議会
 ・７月１１日（木）北海道美幌町議会議会運営委員会
　　　　　　　　    鳥取県日吉津村議会
　　　　　　　　　 　　　   行財政調査特別委員会
 ・７月１２日（金）宮城県栗原市議会会派
 ・７月１７日（水）福島県岩瀬地方市町村議会議長会
 ・７月２２日（月）宮崎県串間市議会議会運営委員会
 ・７月３０日（火）富山県氷見市議会会派
 ・８月　７日（水）宮城県登米市議会議会運営委員会
 ・８月２０日（火）関東町村議会議長会

日吉津村議会のみなさんと

の学生が栗山町議会へ
北海学園大学

愛知大学
　

８
月
22
日
か
ら
23
日

の
日
程
で
、
北
海
学
園

大
学
法
学
部
の
学
生 

19
名
、
愛
知
大
学
地
域
政
策

学
部
の
学
生
11
名
が
、
ゼ
ミ

合
宿
の
た
め
栗
山
町
議
会
を

訪
れ
、「
栗
山
町
議
会
の
議

会
改
革
に
つ
い
て
、
な
り
手

不
足
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
を
学
び
、
議
員
と
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
２
日
目
は
、「
議
会
改

革
と
議
員
の
成
り
手
不
足
問

題
の
持
続
可
能
性
」
を
テ
ー

マ
に
、
学
生
は
班
ご
と
に
分

か
れ
て
各
議
員
と
懇
談
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

普
段
、
直
接
関
わ
る
こ
と

の
な
い
議
員
と
の
懇
談
と
い

う
こ
と
で
、
多
く
の
質
問
が

出
さ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
班
ご
と
に
分
か

れ
て
の
各
議
員
と
の
懇
談
で

は
、
議
員
活
動
だ
け
で
は
な

く
、
仕
事
と
議
員
活
動
の
両

立
や
、
や
り
が
い
等
も
お
話

し
、
そ
こ
で
も
多
く
の
意

見
、
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

参加した議員と学生が議場に集合 議員の話を真剣に聞く学生達
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北海道町村議会議長会主催議員研修会北海道町村議会議長会主催議員研修会
　　令和６年７月２日、札幌コンベンションセンター
にて、北海道町村議会議長会主催の議員研修会が開
催され、議員１１名が参加しました。　
　気象予報士の森朗氏より「札幌より東京が暑くな
る！？～加速する気候変動」、元衆議院議長の大島
理森氏より「人口減少と市町村の重要性・民主主義
について自省を含めての所感」と題しての講演をい
ただきました。
　『気温又は気象は北上することによって生態系が
変わることは理解していましたが、動物や植物の成
長又は寿命が違いすぎる事によって起こりうる生態
系崩壊の危険性についての説明を聞き、恐怖を感じ
ました。』（大櫛則俊）

空知町村議会議長会主催議員研修会空知町村議会議長会主催議員研修会
　令和６年７月１０日、上砂川町町民センターにて、
空知町村議会議長会主催議員研修会が開催され、議
員１０名が参加しました。
　総務省統計局統計情報利用推進課　統計利用推進
研究官　長藤洋明氏により「地方議会におけるＥＢ
ＰＭの推進について」をテーマに講演をいただきま
した。

夕張市議会・栗山町議会　　　　　　
　　　　　　　　　　合同議員研修会
　令和６年７月１９日、栗山町役場議場において夕
張市議会・栗山町議会合同議員研修会を開催しまし
た。大正大学社会共生学部教授　江藤俊昭氏をお招
きして、「議員のなり手不足対策と議員報酬」をテー
マに講演をいただきました。

T o p i c s
出来事・話題

栗山町議会議員研修会栗山町議会議員研修会
　令和６年 8 月 1 ６日、栗山町役場議員控室におい
て、栗山町議会議員研修会が行われました。
　「栗山町ＤＸ推進計画について」と題して講演し
ていただき、栗山町のＤＸの基本方針や、今後の取
り組みについて学びました。



Vol. ３　中
なか

　谷
たに

　達
たつ

　郎
ろう

　さん（南学田）

12 月定例会議の開会日

月　　 日～12 10
議会の予定

　議会の予定は変更になる場合があ
ります。議会事務局または議会ホー
ムページでご確認ください。

 議会を見に行こう！
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　４年のサラリーマン生活を経て、家業である農業を引き
継いだ自分でしたが、最近はその年ごとに目まぐるしく変
わる農業情勢や天候に経営の大変さを痛感しているところ
です。一方で食を支えるという、人にとって最も欠かすこ
とのできない食料を生産する産業に従事することへの大切
さも感じていて、こんな農業という産業にたくさんの人の
理解が進んでいけばありがたいと思います。
　そんな農業を取り巻く環境は、現在劇的に変化をしてい
ます。担い手不足を補完するため経営規模の拡大がどんど
んなされ、それに伴って農業機械の大型化、ＧＰＳを利用
したＩＣＴ化も進んでいます。また、最近では燃油、生産
資材、肥料、農業機械など、すべての生産コストが一気に
上昇し、経営を圧迫しています。我々農家も企業経営者と
して、様々な工夫を凝らしながら経営の安定化を図ってい
るところですが、とても厳しい経営環境になっているのが
現状です。
　そんな中、国の経済対策なども活用しながら、町が農業
者支援などを行っていることは大変ありがたいことです
し、町の中での農業というものの存在意義を十分に認識し
ていただいている証だと思い、心強く思っています。これ
からも町、議会ともに農業発展のためにお力添えをいただ
きたいと思っています。
　これかも、「命を支える、それが農業」そんな自負を持
ちながら、また種をまいていきたいと思います。

12 月 6 日（金） 議会運営委員会
12 月 10 日（火） 12 月定例会議

　※全て９時３０分開会予定です

★今回の「輝く栗山人！」は、令和４年度に　　　
　栗山町青年農業賞を受賞した中谷達郎さんです。
　地域のリーダーとして、精力的に活動しています。

輝く栗山人 !
栗山町で頑張っている人をクローズアップ

「農業という仕事」

は議会活動にふれる最もは議会活動にふれる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ身近な方法です。皆さんの選んだ
議員の活動や町政の方針などを、議員の活動や町政の方針などを、
ぜひご覧ください。ぜひご覧ください。
　会議当日の受付で傍聴できます　会議当日の受付で傍聴できます
ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入
口まででお越しください。口まででお越しください。


